The Lepidopterological Society of Japan 


日 本 鱗 學 学会 第 32 回 大 会 講演 要旨 (1985) 207 


め の 幼 虫 期 に お ける 成長 速度 の 調節 な ど を 調べ る こと を 目的 と し て 実験 を 行ない , 次 の よう な 結果 を 得 た . 

7 月 上 旬 よ り 8 月 下旬 まで 成虫 に 段階 的 に 産卵 させ て , 屋外 と 20C, 15 て の 定 温 器 を 用 いて 自然 光 の も 
と で 飼育 し た と ころ, 一 般 的 に は 日 長 時 間 が 短 か く な る と 成長 速度 が 増加 し た . 同一 日 長 の も と で は 15 で 
より 20 で て の 方 が 成長 は 早かっ た . また 15 て で は 1. 2 齢 期 に おけ る 死亡 率 が 高かっ た . 

3 齢 幼虫 は 日 長 に も っ と も 強く 反応 し , 日 長 の ちがい に も と づく 成長 速度 の 差 が も っ と ゃ も 大 きく , 成長 
の 調節 は 3 齢 期 に お いて 一 番 強 く あ ら わ れ た . また 越冬 幼虫 に な る 時 期 $ 3 齢 期 の 日 長 の 影響 を も っ と ぁゃ 
強く 受け て いた . 

15L 25 て と 11.5L 23 て の 二 つ の 飼育 室 で 行なっ た 飼育 で は , 前 者 で は 成長 速度 は お そい が 休眠 に は 入 
ら ず , 後者 で は 成長 速度 は 同時 に 南山 大 学 の 戸外 で 飼育 し た も の より 早く , 越冬 幼虫 と な っ て 体 色 も 変化 
し た . し か し 1 例 の み 休 眠 に 入ら ず 年 内 に 羽化 し た . 

起 眠 後 の 幼虫 の 成長 速度 も , 低温 に お いて 起 眠 を お くら せ た ゃ も の は , 積算 温度 に よる 推定 成長 速度 より 
も 早く 成長 し , 日 長 の 影響 あう ける こと を 確認 し た . 

成虫 の 活動 に つい て も 観察 し た が , 25 で 以下 で 不 活発 と な り , 交尾 ・ 産 卵 を 十分 に 行え を な いこ と と が わか っ 
た . これ は 成虫 活動 を 夏期 に 行わ ね ば な ら な いこ と を 意味 し , 夏期 羽化 の 必要 性 に つなが る と 思わ れる . 

今後 さら に 確実 な 実験 結果 を 得る た め に , 研究 を 続け る 予定 で ある . 





10. 豊田 市 北部 に お ける オオ ヤマ マイ マイ の 生態 と 雌 の 発見 田中 著 (東海 ) 

マイ マイ ガ 属 の 中 で は , その 分 布 か も っ と も ロー カル で , 確実 な 産地 が 知ら れ て いな か っ た オオ ヤマ マ 
イマ イ Lymantria lucescens (BUTLER) が , 愛知 県 豊田 市 北部 に 多 産 し て いる . 産地 は 起伏 の ゆる や か な 
丘陵 地 に ある アベ マキ - コ ナラ 次 林 で , マイ マイ ガ に 匹敵 する 生息 数 と み ら れ る . 

食 樹 は お も に ブナ 科 の アベ マキ と コナ ラ で , 常緑 の アラ カシ は 好ま な い . まれ に バラ 科 の カマ ツ カ を 摂 
食し て いる . マイ マイ ガ お よび カシ ワ マ イマ イ と 混 生 し て いる が , 幼虫 の 形態 は マイ マイ ガ が と 似 て お り , 
区 別 点 は 胸部 1 - 3 節 お よび 腹部 1・2 節 計 5 節 の 亜 背部 こぶ 状 隆 起 の 色 が , マイ マイ ガ で は 青 で ある の 
に 対し て 赤 で あり , また 頭 部 顔面 の 入 字 状 黒 班 は マイ マイ が ガ で 和 八 字 状 に と ど ま る の に 対し , 本 種 で は その 
上 と 外側 に 各 1 個 の 円 ~ 椅 円形 黒 斑 を 加 % る こと な ど で あ る . 幼 虫 の 生長 は マイ マイ ガ が より 約 10 日 ぐら い 
遅く これ は 成虫 の 発生 期 と も 関係 する . 踊 化 場所 は マイ マイ が と 同じ く , 建物 の 角 や 葉 を 軽く 綴っ て いる . 

成虫 ず は 日 本 で 初め て 発見 され た . 大 き さ の 差 が 著しく , また 次 の 伸長 が 不安 定 で , 灯火 飛来 個体 は 正 
常 だ が 生息 地 で 静止 中 の 個体 は 奇 型 な ど が 多い . 外見 上 色彩 が 黒 っ ぼ いこ と を 除け ば マイ マイ ガ に 似る が , 
腹部 が 赤色 鱗 毛 を も つ 点 で カン ワ マ イマ イ に 近く , この 2 種 に は 見 られ な い 長 い 産卵 管 を も つこ と に 大 き 
な 特徴 が ある . 三角 紙 内 産卵 例 で は , 他 の 2 種 の よう に 卵 塊 上 に 腹部 の 毛 を 覆う よう な 習性 は 見 られ ず , 
食 樹 の 樹皮 の 裂け 目 内 部 に 産 付 する な どの 習性 が 予測 され る . 

に は マイ マイ ガ の よう な 昼 飛 性 は 見 られ ず , 早朝 に 飛翔 個 体 が わずか 認め られ , 昼間 は お も に 樹幹 に 
上 向き に 静止 し て いる . 








11. アゲ ハチ ョ ウ 数 種 の 休眠 性 石井 実 (近畿 ) 
1984 - 1985 年 に か け て (オナ ガ ア ゲ へ は 1976 年 ) オナ シア ゲハ ( 北 ボ ルネ オ 産 )) ショ オビ アゲ へ ( 同 ), 
ナガ サキ アゲ へ ( 北 ボ ルネ オ , 鹿児島 産 ) クロ アゲ ハム (対馬 産 ) ミヤ マカ ラス アゲ ハ ( 同 ) オナ ガ ア ゲ 
へ (京都 産 )) モン キア ゲハ ( 同 ),。 ジャ コウ アゲ へ (大 阪 , 京都 , 福井 産 ) の 休眠 性 を 飼育 実験 に より 調 
べた . 結果 を 表 に 示す . 配列 は 産地 の 緯度 の 順 で ある . 
北 ボ ルネ オ 産 の オナ シア ゲハ を 20 で 10 時 間 日 長 下 で 飼育 し た 時 , 虫 期 が 長引く の が 注目 され る . 対馬 , 
大 阪 , 京都 と いっ た 北緯 35 度 前 後 の 産地 の アゲ ハチ ョ ウッ は , 殆 休 眠 に 入る 臨界 日 長 が いずれ も 約 13 時 間 
30 分 と 推定 され , 休眠 の 深き (25C 下 に 置か れ た 休眠 由 の 暴 期 間 で 表現 し た ) ゃ 大差 な か っ た . これ に 対 
し て , 鹿児島 (31.5N) 産 ナ ガサ キア ゲハ は 了 臨界 日 長 が 短く , 休眠 が 浅い こと は 興味 深い . 講演 で は , 他 











NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


208 


日 本 鱗 次 学 会 第 32 回 大 会 講演 要旨 (1985) 


の 研究 者 の デー タ (Ae, 1978 : Ichinose & Negishi, 1979 な ど ) を 含め て , 緯度 の 異な る 土地 に 住む アゲ 
ハチ ョ ウ の 休眠 性 に つい て 論じ た . 









































種 。 名 産 地 記事 (%)( 揚 度 ) 臣 界 日 長 休 陣 の 深き て B) 
オ ナン シン シア ゲ へ ハ 北 ボ ポル ネオ 0 (25 で ) 件 ーー 
ポテ ジア ゲハ 北 ボ 少 ネオ 100 (20 で ) 10 時 間 104,136 
シャ ョ オビ アゲ へ 北 ボ ルネ オ 0 (25 で ) = = 
ナガ サキ アゲ ム へ 北 ボ ルネ オ 0 (25C) ー ー 
ナガ サキ アゲ へ ハ 鹿 児島 100 (25 で ) 12 時 間 30 分 29-86 
ク p アデ ゲ ダム へ 対 馬 100 (25 で ) 13 時 間 30 分 85—110 
ミヤ マカ ラス アゲ ハ 対 馬 100 (25 で ) 13 時 間 30 分 65- 137 
モン キア ゲハ 京 者 100 (25 で ) 13 時 間 30 分 37- 148 
オ ナ が ガ ア ゲ へ ハ 京 都 100 (25 で ) 13 時 間 30 分 5 
ジャ ュ ウ アゲ ム へ 大 孤 100 (25 で ) 13 時 間 30 分 88 一 178 
ジャ コッ アゲ へ 京 。 都 ” 100(25 で ) 13 時 間 30 分 2 
ジャ ュ ッ アゲ へ 福 井 100 (25 で ) 12 - 14 時 間 136- 244 





12. 長野 県 南佐久 地方 の ベニ ヒ カ ゲ 


る . 伊藤 は 1978 年 この 一 帯 を 


な い が , 個体 数 は 少な か っ た と いえ よら うら. 


比較 的 標高 が 低い た めか , 


初め ょ り 出 始め た が , 一 般 に は ここ より 1 - 2 週間 早い . 

ほほ 発生 初期 に あたる 8 月 下旬 , すなわち 1984 年 は 25 日 , 1985 年 は 21 日 に 3 名 で ほぼ 3 ヶ所 で 午前 9 
時 30 分 より 11 時 30 分 まで 採集 し た 合計 を 示し た . 
図示 の 様 に 個体 数 雌 の 割合 と も に 減少 し て いた . 
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小池 久義 ・ 伊 藤 折 夫 ・ 高 橋 昭 (関東 ) 
長野 県 南佐久 郡 南牧 村 海 の で は 広範 囲 の 別荘 , レジ シャー 開発 が 行わ れ , 八ヶ岳 東麓 の 生物 相 に 大 きい 
影響 ああ た える も の と 考え ん られる. 私 ども は ここ と に ベニ ヒ カ ゲ を 取り あげ て , その 開発 の 影響 を 調べ た . 
1968 年 より 別荘 開発 が 行わ れ , その 後 導 次 拡大 され て いる . 分 譲 の 進行 に 伴い , 道路 も 舗装 が 進ん で い 
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調査 し た が , 本 種 を 見 出せ な か っ た . し か し 分 布 の 有無 に つい て は 結論 で き 


8 月 下旬 より 9 月 上 旬 に か け て , 発生 する . 赤岳 附近 で は 例え ば 今年 は 8 月 
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